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2024 年６月５日 

各 位 

 

 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について（計画策定・開示） 

 

当社は、2023 年 10 月 30 日付で公表した「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応に

ついて（現状分析）」に続き、本日の取締役会において対応計画を策定しましたので下記のとおりお知

らせします。 

記 

 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応については、「現状分析」「計画策定・開示」

「取組みの実行」の一連の対応を継続し、その進捗状況につき検証を行ったうえで毎年開示していく

ことが東京証券取引所より求められています。 

本日公表の計画では、2023 年 10 月 30 日に公表した現状分析の結果を踏まえ、2025 年３月期から

2027 年３月期までの中期経営計画 MEX26（Maximum Excellence 2026）の期間における資本コストや株

価を意識した経営の実現に向けた当社としての対応方針と具体的取り組みを明確にしています。 

 

（計画の概要） 

 現状分析においては、「収益性改善」と中長期の成長への期待に応えること、すなわち「安定的な利

益成長」が最重要課題であることを認識しました。MEX26 においては、収益性の改善に向けて事業ポー

トフォリオ改革を加速するとともに、安定的な利益成長の実現に向け注力３分野における成長事業を

中心に、先行開発の強化や新市場の開拓活動強化、積極的な設備投資など経営資源を重点的に配分し

ていきます。加えて、MEX26 の期間におけるキャッシュアロケーションについては、成長投資の加速と

ともに、「PBR1.0 倍超」の実現も念頭に置き、総還元性向 100％以上として株主還元策を強化し、資本

コストの最適化を図っていきます。 

計画の詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応につ

いて－計画策定・開示－」を参照ください。また、当社ホームページに掲載の「中期経営計画 MEX26」

も併せてご参照ください。 

 

 当社は、本日公表した計画に基づき取り組みを順次実行していくとともに、定期的に検証していく

ことで持続的な成長と中長期的な企業価値の向上をめざしていきます。 

以 上 

会 社 名 マ ク セ ル 株 式 会 社 

代 表 者 名  取 締 役 社 長 中 村 啓 次 

 （コード番号：6810 東証プライム） 

問 合 せ 先 
コーポレート・コミュニケーション本部 

広報・IR 部 

 （TEL.03-5715-7061） 
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資本コストや株価を意識した
経営の実現に向けた対応について

ー計画策定・開示ー

2024年6月5日
マクセル株式会社
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はじめに

取組みの実行

現状分析
(2023年10月開示済)

計画策定・開示

・自社の資本コストや資本収益性を的確に把握
・その内容や市場評価に関して、取締役会で現状を分析・評価

・改善に向けた方針や目標・計画期間、具体的な取組みを取締役会で検討・策定
・その内容について、現状評価とあわせて、投資者にわかりやすく開示

・計画に基づき、資本コストや株価を意識した経営を推進
・開示をベースとして、投資者との積極的な対話を実施

・東京証券取引所の要請である「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」に関し、
2024～2026年度までの中期経営計画 MEX26に基づいた当社の計画についてご説明します

中期経営計画 MEX26の施策に基づき計画を策定

本日の説明内容
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目次

・現状分析における重要課題

・PBR1.0倍超に向けた取り組み
・「収益性改善」「安定的な利益成長」の実現
・キャッシュアロケーション計画

・中期経営計画 MEX26目標

詳細は6月5日に公表した中期経営計画 MEX26をご参照ください
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現状分析における重要課題
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現状分析における重要課題 (2023年10月30日公表)

「収益性改善」および「安定的な利益成長」が最重要課題

・2023年10月に①資産効率性②財務レバレッジ③収益性④中長期の成長期待の４項目にて現状分析を実施
・当社としての最重要課題は「収益性改善」「安定的な利益成長」と認識
・MEX26の施策を実行し、PBR1.0倍超の早期実現をめざしていく

分析項目 分析結果・課題

③収益性

①資産効率性

②財務レバレッジ

④中長期の成長期待

ROE

PER

PBR ・ポートフォリオ改革により収益性は改善傾向
・さらなる成長に向けて、成長事業の拡大と低収益事業
への改革加速による収益性改善が必要

・非事業資産売却などにより効率化を実行してきたが、
さらなる効率的な資産活用をめざしていく必要あり

・借入金の活用により株主資本と負債のバランスを
取ってきたが、足元ではキャッシュはやや過多と認識

・事業改革を実行してきたため、業績が安定せず
・成長事業への投資を加速し安定的な利益成長を
示すことが重要

最重要課題
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PBR1.0倍超に向けた取り組み

「収益性改善」「安定的な利益成長」の実現

最重要課題
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⚫ 「市場機会」 「アナログコア技術活用」 「収益性」の３つの視点で成長事業を選定し、リソースの再配分を継続的に実施し
ていく

⚫MEX26においては、特に変化の大きい「モビリティ」 「ICT/AI」 「人/社会インフラ」を注力３分野と位置付け、アナログコア
技術を活用し、お客様の技術課題解決に注力していく

3つの視点で成長事業を選定し、成長事業へのリソースシフトを、継続的に実施していく
【メリハリ付けのプロセス】

①市場機会の視点
✓ 市場の変化度が大きく、

新たな技術課題の発生が予想されるか？

②アナログコア技術活用の視点
✓ 当社の強みであるアナログコア技術で

お客様の技術課題解決に貢献できるか？

③収益性の視点
✓ 提供価値に応じた、適正な経済価値

を享受することが可能か？

個々の事業

成長事業

ベース事業

３つの視点で成長事業を選定 リソースアロケーション

リソース

注力3分野：「モビリティ」「ICT/AI」「人/社会インフラ」
・技術営業人財の優先配置
・積極的な成長投資

・リソースを注力事業へシフト
・ローコスト運営による収益の
最大化

・低収益事業の縮小・撤退
管理ツール：ABC-XYZ(事業別損益管理)

PIPJ(機種別損益改善プロジェクト)

収益性改善に向けた事業のメリハリ付け
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アナログコア技術による注力3分野へのアプローチ

混合分散
(まぜる)

精密塗布
(ぬる)

高精度成形
(かためる)

かたちづくる技術より均一な厚さで塗る技術より均一に混ぜ合わせる技術

機能性部材料エネルギー 光学・システム ライフソリューションセグメント

⚫アナログコア技術とは、電池とテープの製造から培ってきた量産技術「混合分散」「精密塗布」「高精度成形」の総称

⚫アナログコア技術が競争力の源泉となり得る３分野に注力し売上・利益成長を実現する

アナログコア技術

注力3分野 モビリティ ICT/AI 人/社会インフラ

メガトレンド：モビリティ革命 メガトレンド：ICT/AI革命 メガトレンド：人/社会インフラ高度化
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注力3分野における成長戦略

ICT/AI

モビリティ

人/社会インフラ

✓顧客の技術転換期による端境期
✓収益の最大化を図りつつ、2027年度以降の先行技術の
開発・投資を積極推進

✓今後さらに伸長していく半導体市場に追従
✓既存ポジションを強固にしつつ、海外開拓や新市場・新規
顧客へ拡張させる

✓今後、需要顕在化、需要拡大が見込まれる市場を特定
✓技術力をベースに、顧客に紐づいた先行投資を積極推進

✓ 耐熱コイン形リチウム電池
✓ LEDヘッドランプレンズ
✓ 車載カメラ用レンズユニット
✓ 塗布型セパレータ

✓ 半導体工程用テープ
✓ 半導体DMS＊

✓ EF2(電鋳製品)

✓ 医療機器向け一次電池
✓ 筒形リチウム電池
✓ 建築・建材用テープ
✓ 電設工具

市場認識と戦略方針 成長事業

エネルギー

光学・
システム

機能性
部材料

機能性
部材料

光学・
システム

エネルギー

機能性
部材料

光学・
システム

エネルギー

ライフ
ソリューション

＊DMS：Design & Manufacturing Service（設計・製造受託サービス）

モビリティ

ICT/AI

人/社会インフラ

光学・
システム
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⚫注力3分野での成長を図る

⚫その他のベース事業においては事業の縮小、撤退を含めリソースの再配分を行い、注力分野での成長を加速する

⚫事業のメリハリ付けを進め、全社レベルでの増収・増益を図る

2023年度 ⇒ 2026年度の営業利益偏差

ベース事業

モビリティ

ICT/AI

人/社会
インフラ

2023年度 2026年度

81億円

120億円

+47 

▲8

+10

+10

+27

(単位:億円)

✓ 医療機器向け一次電池
✓ 建築・建材用テープ
✓ 電設工具 など

✓ 半導体工程用テープ
✓ 半導体DMS など✓ 耐熱コイン形リチウム電池

✓ 塗布型セパレータ など

注力3分野での収益拡大による収益性改善
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⚫注力3分野において、お客様の技術課題解決に貢献できる製品を開発し、積極的な成長投資により事業成長を図る

⚫MEX26においては、MEX23対比で2倍超の成長投資を見込んでいる

MEX26MEX23

【成長投資額】

173億円

約350億円

【主な成長投資事例】

✓ 耐熱コイン形リチウム電池増産投資
✓ 電気自動車用塗布型セパレータ開発・増産投資

✓ 半導体DMS増産投資
✓ 全固体電池開発投資

✓ 医療機器向け一次電池開発・増産投資
✓ 建築・建材用テープ増産投資 など

2倍超

モビリティ

ICT/AI

人/社会インフラ

安定的な利益成長に向けた積極的な成長投資



12©2024 Maxell, Ltd.

PBR1.0倍超に向けた取り組み
キャッシュアロケーション計画
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⚫MEX26では、積極的な成長投資による収益成長の実現と、株主還元強化による資本効率の向上によって、
PBR1.0倍超を実現する

2024年度の株主還元策
✓ 2024年6月6日より50億円を上限に自

己株式取得を実施
✓ 2024年度年間配当予想

(50円/１株)

事業活動から得られた
営業キャッシュ

(MEX26期間累計)

400億円

成長投資

約350億円(前中計の2倍超)

– 成長事業の設備投資やM&A
– 人財強化やDXなど経営基盤の強化

のための投資 など

株主還元

総還元性向100％以上

– 自己株式取得
– 安定配当

必要に応じ
最適資本構成を踏まえた

有利子負債の調達

✓ 半導体DMS増産投資
✓ 全固体電池開発投資

✓ 医療機器向け一次電池開発・増産投資
✓ 建築・建材用テープ増産投資 など

主な成長投資事例

✓ 耐熱コイン形リチウム電池増産投資
✓ 塗布型セパレータ開発・増産投資

PBR

1.0倍超

【収益成長】

【資本効率向上】
手元現預金の活用

モビリティ

ICT/AI

人/社会インフラ

キャッシュアロケーション計画
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中期経営計画MEX26目標
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MEX26 実績推移

収
益

成
長

の
た

め
の

事
業
戦
略

既存事業
（ポートフォリオ）

新事業

営業

経営基盤

メリハリ付けは継続しつつ、注力3分野で
事業拡大

全固体電池の事業化に注力しつつ、
続くテーマを立ち上げ

技術営業人財を強化しつつ、グローバル
営業体制により拡販

基幹システムの共通化を通じて、業務効
率化・人財育成に注力

MEX26

企
業

価
値

を
最

大
化

す
る

財
務
戦
略 成長投資

株主還元

成長分野へ積極投資、対MEX23比
2倍超の350億円

総還元性向100％以上、資本効率を
向上

MEX26の取り組みポイント
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MEX26

売上高

営業利益

営業利益率

ROIC

ROE

2023年度 2026年度

1,291億円

81億円

6.3％

5.0％

8.5％

1,500億円

120億円

8.0%

7.5％

10.0％

項目

【MEX26目標値】 【事業セグメント別内訳】

全社

2026年度
上段:売上高

下段:営業利益

エネルギー

機能性部材料

光学・システム

ライフ
ソリューション

385億円

25億円

376億円

27億円

452億円

48億円

287億円

20億円

1,500億円

120億円

2023年度

350億円

5億円

301億円

14億円

414億円

56億円

227億円

6億円

1,291億円

81億円

MEX26

MEX26定量目標
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将来に関する記述についての注意事項

将来にわたる予想の部分につきましては、皆様の投資の参考資料として、

任意にご提供するものであり、当社の推測・予測に基づくものであります。

従いまして、確約や保証を与えるものではありません。

予想と異なる結果となる可能性があることをご認識のうえ、ご活用くださいま

すようお願い申し上げます。
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